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はじめに

　国鉄に入社して間もない昭和50年代、約200ｍの

新幹線高架橋工事の施工管理をしていた。緩やかな

山間斜面で、中間部分では基礎部分に岩盤が出てき

たので、爆破工法により橋脚基礎を施工した。農業

ため池付近では基礎支持地盤が設計より深く、仮土

留め工を追加施工して２ｍの置換コンクリートで橋

脚基礎を施工した。

　後日、異常事象の原因究明で、地質縦断図が東京

方面と青森方面が反対であったことが判明した。現

場の地質を徹底調査して、地質柱状図と照合して確

認をすれば、施工不良事象の原因を追究でき、迅速

な対応ができたであろうことを、あとで深く反省し

た。徹底した事実確認による異常事象の発生抑制は、

その後の技術士活動の基本的な指針となっている。

１．空き家問題

　松園団地は、随所に空き家があり、高齢化も進行

して、将来に漫然とした不安がある。

２．現状確認

　令和３年１月に、松園地区「松園、東松園、西松

園、北松園、小鳥沢」の各町内の戸建て住宅の玄関

勝手口等の除雪をしていない戸数を調べたところ、

152戸を確認した。また、盛岡市ホームぺージの住

民基本台帳によると松園地区の70歳以上の全人口

は、4055人で、全世帯数は6579世帯となっている。

空き家率は、全世帯の約２％である。

３．20年後予測

　70歳以上の人口が、二人世帯とすれば約2028戸と

推定される。70歳以上が20年後に90歳以上となり、

老人ホーム等に移住する世帯が７割と仮定すれば、

空き家の可能性は1419戸となり、現在の空き家152

戸を足した1571戸が、売却、賃貸がない場合の20年

後の空き家想定である。全世帯数が6579戸であるか

ら、約24％となり、４戸に１戸の空き家が想定され

る。（※全世帯数には各町内の県営アパートも含まれ

る）

４．まとめ

　現状は、空き家が152戸、70歳以上の高齢者が405

5人の大規模住宅団地で20年後は更に空き家が増え

る可能性があり、若者の職場が無い住宅団地という

事である。

　この状況を最大限活用して、若者や高齢者が活気

にあふれる、魅力のある街づくりを以下に提案する。

５．提案

⑴シナリオ１（松園シリコンバレー案）

　若者の職場として、大規模高速通信の５Ｇ規格で

WiFi環境を整えて、スーパーベルフ、ユニバース

の研修室等を活用し、若者を新しいプログラミング

技術者に、更にはシステムエンジニアとして養成し、

独立企業を支援する。コロナ禍で進歩したテレワー

クをフル活用し、パソコンひとつで独立できる環境

を整備する。事例としては、八幡平市で実施してい

るＩＴを活用した地方創生事業「企業志民プロジェ

クト・スパルタキャンプ」がある。八幡平市内の企

業の実績は８社となっている。

　若者の住まいとしては、現在の空き家を 年定期

賃貸借で賃借し、転貸借でシェアハウスとして、若

者に提供し、内装を若者が自由にリニューアできる

ようにして、若者の松園への移住を促進することで、

現状の空き家対策とする。

⑵シナリオ２（松園オアシス案）

　現在の居住者が高齢者を主体とした、暮らしやす

さを追求して、松園地区を住みやすい街、住みたく

なるオアシスのような街に改造していく。そのため

には、大規模高速通信の５Ｇ規格でWiFi環境を整

えて、内閣府推奨のスーパーシティ構想を導入し、

バス自動運転システム、買い物の利便性追求として

顔認証等キャッシュレス支払、遠隔医療などの未来

に先駆けた各システムを整備する。未来都市を全国

に先駆けて実現し、新規居住者が押し掛けるような

先進地域を形成する。新規居住者には、空き家を30

年定期賃貸借で賃借し、転貸借人が自由にリニュー

アルして住めるような形態とし、空き家対策とする。

最後に

　ＩＴによる社会生活システムの驚くべき進展に

は、目を見張ることばかりである。社会生活の基盤

整備が整っている現在の松園団地を負の遺産にしな

いで、新たな発展の基礎とするためにも、持てる技

術力をフルに活用し、新しい技術を果敢に取り入れ

実行し、全国の各住宅団地の改革を先導する気概を

持って対処する必要がある。

　シナリオ１、２共に、自治体の支援や補助を必要

とするが、何もしないでいると20年後には、空き家

だらけで、バスも減便、スーパー、病院も撤退など

の最悪のシナリオが待っている。今ならまだ、高齢

者を主軸にした活性化の道が描ける。ほかのシナリ

オでも構わない。事実を確認して、迅速に行動する

ことが求められる。
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　県の公共事業事前評価の21年度

当初予算への反映状況は次の通

り。路線名等に続き①個所名②事

業期間③主な事業内容④総事業費

（千円）⑤総合評価⑥Ｂ／Ｃ⑦政

策等への反映状況⑧21年度予算額

―の順。

農林水産部　　　　　　　　　　

　〈緊急予防治山事業〉

　▽大明神①葛巻町②21～25年度

③山腹工１式、落石予防工（固定

工）１式④350,000⑤Ａ⑥2.10⑦事

業採択⑧30,000

　〈緊急総合治山事業〉

　▽堤①普代村②21年度③床固工

１基④30,000⑤Ａ⑥4.32⑦事業採

択⑧30,000

　〈予防治山事業〉

　▽羅賀①田野畑村②21年度③谷

止工１基④27,000⑤Ａ⑥7.64⑦事

業採択⑧27,000

　▽泉沢①西和賀町②21年度③谷

止工１基④30,000⑤Ａ⑥8.42⑦事

業採択⑧30,000

　▽蛇野①遠野市②21年度③谷止

工１基④25,000⑤Ａ⑥7.33⑦事業

採択⑧25,000

　▽五郎沢①九戸村②21年度③谷

止工１基④25,000⑤Ａ⑥5.27⑦事

業採択⑧25,000

　▽長根①奥州市②21年度③谷止

工１基④30,000⑤Ａ⑥5.45⑦事業

採択⑧30,000

　▽生平①久慈市②21年度③山腹

工0.06 ④27,000⑤Ａ⑥3.44⑦事業

採択⑧27,000

　▽浮野①一関市②21年度③山腹

工0.04 ④20,000⑤Ａ⑥6.60⑦事業

採択⑧20,000

　▽外山①一関市②21年度③山腹

工0.10 ④20,000⑤Ａ⑥3.79⑦事業

採択⑧20,000

　〈林地荒廃防止事業〉

　▽内構①山田町②21年度③谷止

工１基④20,000⑤Ａ⑥12.90⑦事業

採択⑧20,000

　▽上平田①釜石市②21～22年度

③床固工１式、流路工１式④40,0

00⑤Ａ⑥7.59⑦事業採択⑧20,000

　▽尾和田①岩泉町②21～22年度

③谷止工２基④50,000⑤Ａ⑥1.85

⑦事業採択⑧27,000

　〈県単治山事業〉

　▽野田①釜石市②21年度③帯工

１式、水路工１式④5,000⑤Ａ⑥7.

57⑦事業採択⑧5,000

　▽礼田①一関市②21年度③山腹

工0.01 ④5,000⑤Ａ⑥7.75⑦事業

採択⑧5,000

　▽羽山前①一関市②21年度③山

腹工0.07 ④5,000⑤Ａ⑥25.90⑦事

業採択⑧5,000

　▽山口①一関市②21年度③水路

工１式、護岸工１式④4,000⑤Ａ

⑥11.00⑦事業採択⑧4,000

　〈林道整備事業〉

　▽小水内①遠野市②21～30年度

③林道開設（幅員Ｗ＝4.0ｍ、延

長Ｌ＝１万400ｍ）④1,300,000⑤

ＡＡ⑥1.34⑦事業採択⑧20,000

　〈漁港整備事業〉

　▽太田名部漁港①普代村太田名

部②21～24年度③マイナス３ｍ岸

壁70ｍ、臨港道路590ｍ、用地舗

装１万600㎡④370,000⑤ＡＡ⑥1.3

1⑦事業採択⑧45,000

　▽田老漁港①宮古市田老②21～

22年度③用地舗装4300㎡④53,000

⑤ＡＡ⑥1.32⑦事業採択⑧27,000

　▽広田漁港①陸前高田市広田②

21年度③海水取水施設１基④4,00

0⑤Ａ⑥2.06⑦事業採択⑧3,700

　▽長部漁港①陸前高田市長部②

21年度③臨港道路50ｍ④6,000⑤

Ａ⑥5.11⑦事業採択⑧6,500

　▽大浦漁港①山田町大浦②21～

25年度③北第１防波堤60ｍ、防災

施設１式④415,000⑤Ａ⑥1.23⑦事

業採択⑧20,000

　▽根白漁港①大船渡市根白②21

～29年度③東防波堤300.2ｍ、内

港第１防波堤75.6ｍ④1,461,000⑤

Ａ⑥1.44⑦事業採択⑧50,000

　▽綾里漁港①大船渡市綾里②21

～27年度③南防波堤54.5ｍ、護岸

223.5ｍ、船揚場90ｍ他④1,873,00

0⑤Ａ⑥1.23⑦事業採択⑧25,000

　▽両石漁港①釜石市両石②21～

24年度③護岸20ｍ、東防波堤125.

7ｍ④766,000⑤Ａ⑥1.15⑦事業採

択⑧10,000

　▽久喜漁港①久慈市久喜②21～

23年度③マイナス４ｍ岸壁30ｍ、

護岸91.7ｍ④420,000⑤Ａ⑥1.25⑦

事業採択⑧30,000

　▽箱崎漁港①釜石市箱崎②21～

22年度③北防波堤55ｍ、マイナス

３ｍ岸壁30ｍ、船揚場44ｍ④376,

000⑤Ａ⑥1.16⑦事業採択⑧100,00

0

　▽白浜（鵜住居）漁港①釜石市

白浜（鵜住居）②21～22年度③臨

港道路600㎡④40,000⑤Ａ⑥1.26⑦

事業採択⑧10,000

（つづく）

　奥州市は、江刺袖山地区に整備

を計画する新工業団地について、

21年度に実施設計や用地交渉など

を予定している。新たな工業団地

では、基本計画の段階で整備計画

区域面積として約24.6㌶、分譲可

能計画面積として約17.8㌶、12区

画を想定。現時点では、新たな工

業団地について24年度からの分譲

開始を構想している。

　新たな工業団地は、江刺フロン

ティアパークの北隣が整備を予定

する位置となる。20年度は、玉野

総合コンサルタントに委託して現

地調査や測量業務を進めるととも

に、中小企業基盤整備機構等の専

門家や関係機関との調整を実施し

ながら基本計画の作成を進めてき

た。

　「工場適地開発可能性調査」の

結果に基づき、整備計画対象面積

を約20㌶と設定し、周辺の法規制

の整理や道路、用排水等のインフ

ラ状況の再確認を行った。整備後

の事業用地としての機能性や災害

対応等を考慮し、当初の整備計画

対象区域を拡大することで、南側

の外周法面を低減し、事業用地も

拡大することが可能となった。

　最も効率的な整備計画を立案で

きることから、今後の基本設計の

実施に当たり、約24.6㌶を整備計

画区域面積に設定した。

　区域選定の要因として市では、

▽南側農地を整備計画区域に含め

ることで南側農地への水源確保の

ための施設整備が不要となり、事

業費の抑制が可能▽整備計画区域

を拡大した際にも区域内の土量バ

ランス調整による整備が可能で、

整備事業費の抑制が可能（購入土

不要）▽計画区域内にループ型の

道路を配置することで、災害等の

有事の際にも２方向からのアプロ

ーチが可能。

　▽計画区域南側について、企業

側において既存の工業団地との一

体的な利用を検討することが可能

▽計画区域内の中央にフラットな

大規模区画（約8.2㌶）を確保す

ることが可能になるとともに、企

業が求める規模感の区画を多く用

意することが可能－を挙げてい

る。

　基本計画の段階での概要を見る

と、整備計画区域面積が約24.6㌶、

分譲可能計画面積が約17.8㌶で、

区域内計画道路はループ型。想定

区画割計画は大規模１区画、中規

模11区画の計12区画となる。想定

最大区画面積は約8.2㌶（分割可

能）、想定最小区画面積が約0.4㌶

となっている。区画については、

企業ニーズにより分割なども可能

としている。

　面積や区域内の土地利用計画

は、今後の基本設計、実施設計等

において変更する場合もあるとし

ている。

　スケジュールを見ると、２月か

ら各種法手続きの準備（農振農用

地区域の除外、林地開発、開発行

為等の法手続き等）を進め、21年

度には実施設計や用地交渉（補償

含む）、各種法手続き。22年度から

造成工事に入るとともに、予約販

売を開始する見込み。造成工事は

23年度も継続して進め、24年度に

分譲開始したいとしている。


